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 前戦の第3戦鈴鹿から2週間、早くも最終戦となる第4
戦を迎えたヴィッツレース関西シリーズ。デビューレースか
らここまで、「団結力」と「セーフティドライブ」で何とか連
続完走を続けてきたチームテイクオーと國島信保選手
は、前戦鈴鹿ではあわや予選落ちの危機にも直面した
ものの、そこは國島選手が底力を発揮。決勝でもそれ
までとは一味違う走りを見せる等、周囲からの期待も高
まる中で最終戦を迎える事となった。
  

迎えた金曜日には快晴の空の下練習走行が行われ國
島選手も精力的に走行を行った。そして翌日の公式予
選。「セッション後半でのアタックを狙っていた」というものの、
ピットアウトのタイミングが合わず最初のアタックは集団の中
でのアタックとなってしまう。その後も何とかスペースを見つけ
クリアラップを狙うも、わずか15分のセッションではそのタイミ
ングを掴むことが出来ず。結果的には最後までクリアラップ
を取ることが出来ず、予選を31位で終了することとなった。
そしていよいよ迎えた最終戦決勝。この日はレース後に企
画していたバーベキューの食材等の準備に追われレースク
イーンの傘を忘れてしまったチーム監督。「今日は傘いらん
のとちゃうかな・・・？」と強引にチーム員を納得させる監督
を尻目に、グリッド上には開幕戦の時からは想像も出来な
いほどに落ち着いた表情の國島選手が。傘は無くとも「カ
メコ」の視線はやっぱり集めるテイクオー自慢のサーキットレ
ディ「チサエリ」がそのグリッドに華を添える中、いつものごとく
監督、チーム員が激励に駆け「フライングしましょう（冗
談）」と全く役に立たないアドバイスを送ると、この日の國島
選手はそれに笑顔で応える余裕を見せる。するとその余
裕がスタート直後の明暗を分けることになる。
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　迎えた午前10時10分。関西シリーズ今期最後の
決勝の幕がグリーンシグナルの点灯と共についに切っ
て落とされた。するとスタート直後から「チャンピオン争
い」、「このレースでの上位入賞」、「とにかく完走」等、
様々な思惑を抱えた32台のマシンが激しいポジション
争いを展開。ところがそんな思惑がぶつかり合った末
に1コーナーで多重クラッシュが発生、実に12台ものマ
シンがこのアクシデントに巻き込まれることとなった。

これによりレースは赤旗中断になったが、スタート前
から落ち着いた表情を見せていた國島選手はこのア
クシデントを冷静にすり抜け、無事再スタートのグリッ
ドに戻って着た時には19番手にまでポジションをアッ
プしていた。その後仕切り直された2回目のスタート
では目立ったアクシデントは無く、ここからはコース上
でのバトルがヒートアップしていく。再スタートの時点
では19番手にいた國島選手の後ろからは元々上位
グループにいながらアクシデントによりピットスタートに
なったマシンが一気に近づいてくる。

程なくしこれらのマシンが國島選手の背後にピタリと着け揺さぶり
をかけはじめると國島選手もこれに応戦。しかし普段上位を走る
マシンとの差はさすがに大きく、國島選手も数周にわたり粘りを見
せたものの、3周目の1コーナーで交わされ一つポジションダウン。さ
らにそれに続いてきたマシンにも5周目の同じく1コーナーで交わさ
れてしまう。これでポジション21番手となった國島選手であったが、
それでもその後は後続からの追撃を凌ぎきり、最後はそのポジショ
ンを守ったままピットウォールから拍手を送る監督の前を通過～無
事チェッカー。普段上位グループで走るマシンのスピードを肌で感
じるレース内容とはなったものの、終わってみれば見事今期のベス
トリザルトで最終戦を締めくくることとなった。
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そしてレース終了後には監督曰く「今日のメインイベ
ント」とされていたバーベキューパーティー（？）が始ま
り、戦いを終えた國島選手も安堵の表情を浮かべ
お肉を焼いていく。あくまでこの日の主役はのはず
が、何故かスタートは「●本千●さん、誕生日おめ
でとう！」からとなったり（ありがとうございますｍ( _ _ )
ｍ）、お肉も残り半分近くとなった時点で主役が「ま
だ食べてない」という主役としては聊か周回遅れな
展開も見え隠れしたものの、これはこれでご愛嬌。

レース外では主役ほったらかしな話題が先行しがち
な（？）チームテイクオーならではの打上となり、この
ヴィッツレースに関わってきたチーム員全員が笑顔で
シーズンの締めくくりを楽しむ事となった。
國島選手には、来シーズンでの更なる成長と飛躍
が期待される。
  

尚、この日の帰りも一つの奇跡が起
こった。3台の車に分乗しそれぞれ全く
異なる経路で帰路についた各面々。
斉藤号は中国道～近畿道経由、古
谷号は中国道～環状線経由、黒田
号は山陽道～堀江経由という、全く
もって似ても似つかない道筋で移動し
たにも関わらず、何とこの3台は藤井
寺の高速出口料金所の信号で偶然
にも横並びで遭遇。どれだけバラバラ
に行動しようが、最後は仲良く一緒に
テイクオーにゴールイン。目に見えない
「結束力」を感じさせることとなった。

【平成２０年９月７日　岡山国際サーキットにて】
　　　　　　　　　　　Ｐｈｏｔｏ　ｂｙ　ＡｒｉｋａｗａＰｈｏｔｏ　ｂｙ　ＡｒｉｋａｗａＰｈｏｔｏ　ｂｙ　ＡｒｉｋａｗａＰｈｏｔｏ　ｂｙ　Ａｒｉｋａｗａ
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　【斉藤監督より】
今年１年、大きなトラブルもなく無事に最終戦を終えることができまし
た。レース活動１年生である我がチームがこうして笑顔で迎えれるのも、
皆様にご支援いただきました賜物です。
誠に、誠にありがとうございました。
また、来年からは結果を求めるレース活動を継続していく所存ですの
で、皆様にはこれからも変わらぬご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願い申
し上げます。
最後になりましたが、國島選手も本当に頑張ってくれたと思います。いろ
んなプレッシャーやスピードに対する恐怖心など、見事それらを乗り越え
てくれました。さすが！だと思います。本当にお疲れさま。
・・・でも練習へは行ってよぉ！来年は結果やでぇ～！

【國島選手より】
ヴィッツレース関西シリーズの全4戦が無事終了しまし
た。２月末に車が来て、そこから初のサーキット走行。そ
して４月には初のレース！不安いっぱいのままでしたが
どうにかこうにか　ここまできましたほんとに　ほんとに　ほ
んっとに　みなさんのおかげでこんな私でも　無事デ
ビューシリーズを終えることができました！！とても充実
した4戦でした！成績は　申し訳なかったですが１年目
ということで　大目にみてやってください…


